
令和６年１２月２８日 

あたごはま保育園 
 

今年も残すところあと数日となりました。来年も子どもたちの健やかな成長と健康を願って、

安全で美味しい給食を作っていきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

  

 
せっく

“めでたさを重ねる”おせち料理には、 

昔の人の込めた大切な意味がぎっしりと詰まっています。 

黒豆 
「まめ」は元来、丈夫・健康

を意味する言葉です。また、

黒は健康を表し、まめに（元

気に）暮らせるようにとの願

いが込められています 

栗きんとん 
黄金色の小判をイメージした

栗きんとんは、金運をもたら

す縁起ものです 

 

昆布巻き 

「養老昆布」と書いて「よ

ろこぶ」と読ませ、長寿の

お祝いとして使われます 

田作り 

米作りの肥料としてカタク

チイワシが使われたことか

ら、豊年豊作の願いが込めら

れています 

数の子 
たくさんの卵があることか

ら、子孫繁栄の願いが 

込められています 

ぶりの照り焼き 
出世魚であることにあやか

り、出世を祈願します 

博多雑煮にも 

ぶりが入ります 

紅白かまぼこ 
形が初日の出に似ているこ

とからお祝いに使われます 

紅はめでたさと慶びを、白は

神聖を表します 

伊達巻き 
巻き込んだ形が巻物に似てい

ることから、教養、勤勉、 

文化を表します 

海老 
長いひげをはやし、腰が曲

がるまで丈夫という長寿の

願いが込められています 

紅白なます 
人参と大根で紅白のおめで

たい色を表し、平和への願い

が込められています 

 

たたきごぼう 
瑞鳥（鶴など、豊年の象徴）

を表したもので豊作と息災を

願ったものです 

するめ 
「寿留女」の字をあて、結

納の品として使用され、め

でたい祝儀の膳に欠かせな

い品です 

 


